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社会資本整備審議会建築分科会第 19回基本制度部会（6／29） 
「建築の質の向上に関する検討」発表 

「建築の耐震性能向上に関する検討調査」 社団法人 日本建築構造技術者協会 
① 質の高い建築物が有すべき性能 
 建築構造物の基本性能は、工学的立場では使用性能(機能性、使用性、居住性など)、修復
性能(財産製、復帰製、修復性など)と安全性能(安全性、耐久性、耐火性など)ととらえられ、
芸術的な立場では革新性能(創造性、表現性、美観性など)、経済活動的立場では経済性能(生
産性、施工性、経済性など)としてとらえられている。ここでは、建築構造物の性能項目を、
芸術的な立場、経済活動的立場の性能を勘案した工学的立場の、使用性能、修復性能、安

全性能と設定している。 
  
② 建築に関する基本理念 
建築主が「要求性能」を理解し、把握できる「性能状態表」及び「性能メニュー」を用 
意し、建築主の設定した「要求性能」に応じた「性能グレード」により、具体的な工学的

性能に基づき設計を進める。設計結果に対しては、建築主が期待した「要求性能」に合致

した「性能グレード」であることを評価・検証し、説明の上了承を得る。「要求性能」の選

択に当たっては、近隣、社会についても配慮し、社会への貢献を図る努力も怠らない。 
 耐震性能については、地震動の大きさ(中地震・大地震など)に応じた被害の程度を示す、
「性能メニュー」の一つ「建物の耐震グレードと被害・修復程度の関係の概念図」により、

基準法の最低限を守る「基準級」、その上のクラスの「上級」、さらに上の「特級」の三ク

ラスについて建築主の選択に基づき設計を進める。 

      
        図－1 建物の耐震グレードと被害・修復程度の関係の概念図 
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   表－1 地震荷重に対する性能メニュー表 

 
                        図－2 性能グレードと被害分布の概念図 

評価する工学量は、建物は非構造部材や設備等の性能評価指標となる変形等、構造体は構

造体の損傷の程度を表す強度等で定め、応答解析から求まる応答値と比較し性能グレード

を判定する。 

③ 建築に係わる関係者の責務及び役割 
 建築の質の向上のため、構造設計者は構造体及び構造体以外の部分の建築の耐震性能の

品質グレードを理解し、建築主等に説明し、設定された品質を確保する責務と役割がある。 
施工者は構造設計者の意図を把握し、設計図書に基づく品質を確保する責務がある。 
建築主は、建物の耐震性能のグレードの設定について、構造設計者の説明を理解し利用者、

社会への影響も考慮し、品質グレードを設定する責務と役割がある。公的機関、構造設計

者団体(ＪＳＣＡ)は、建築の質の向上のための活動と支援を行う役割がある。 
 
補足資料 
提案の理由・・Ⅰ．目的、取組み・・Ⅴ．性能設計向上のための方策、Ⅵ．まとめと今後

の課題、考え方・・Ⅱ～Ⅳ 
Ⅰ．目的   
Ⅱ．実施内容 
Ⅲ．耐震性能の実情に関する検討調査 
 １．耐震性能 
 ２．既往の建築物の耐震性能向上の実態調査 
 ３．耐震性能設計の基本理念         
 ４．耐震性能の表示方法 
 ５．耐震性能を高めた場合のメリット 
Ⅳ．長期及び風荷重に対する居住性に関する検討調査 
Ⅴ．性能設計向上のための方策・・性能表示・評価システム、構造設計者の習得システム、社会への

説明責任、公的機関・ＪＳＣＡの支援 

Ⅵ．まとめと今後の課題・・非構造部材の性能・予想を上回る大きな地震動に対する性能向上方策 


